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研究成果の概要（和文）：本研究では，ソーシャルデータにおけるWebコンテンツ空間情報の位置依存データ，
さらにそのデータに対するユーザの振る舞いを扱う枠組みをソーシャル・ジオデータとして捉え，実空間とWeb
コンテンツ空間を統一的に扱う情報基盤を実現する．
地理情報サービスにおけるユーザの実空間移動支援のために，実空間おびWebコンテンツ空間を統一的に扱うこ
とが可能な地理的意味空間モデル，地理コンテンツ連結のためのメディア間の空間関係モデル，群衆の振る舞い
を投影するソーシャル・ネットワーク・トポロジ構造，移動経路推薦のための潜在的意図分析手法により，実空
間移動基盤の構築とその応用フレームワークを実現する．

研究成果の概要（英文）：We propose a unified information framework which can handle both real world 
space data and cyber space data. In the platform, social geo-data can be managed by both Web 
contents for location based social data and user behavior for their social contents．We discuss a 
geographical semantic space model to handle the real space contents and the Web consents, a spacial 
relationship model for geographical contents aggregation, a social network topological model for 
user behavior, and an implicit semantic intention analysis for moving route recommendation. Using 
the models, we construct a framework for real world mobile computing environments and their 
application platform.

研究分野：データベース，地理情報システム
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研究成果の学術的意義や社会的意義
従来の研究では，実空間とWebコンテンツ空間において物理的位置関係のみをベースとしていたため，状況やコ
ンテキストを相互に変換することが困難であった．本研究では，実空間でのユーザの個人属性や移動情報，およ
びWebコンテンツ空間でのユーザの潜在的意図や地物の潜在的価値などの地理的な意味的関係性を統一的に扱う
ため，相互の空間の状況を変換可能である点に独自性を有する．また，映像やストリートビューなどの異種メデ
ィアを用いて地理情報システムを拡張するところに創造性を有し，地理情報コンテンツやサービスの地理情報標
準化のための基本技術としても国内外への波及効果が高い．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
現在，ビッグデータ解析や IoT 技術による位置依存システムやサービスについての理論的・
応用的研究が数多く報告され，一部については実サービスとして運用されている．しかしながら，
これらは実空間での近傍スポット検索や経路推薦，あるいはWebコンテンツ空間（Webや SNS
情報など）での位置情報分析のいずれかをベースとしたアプローチであった．ユーザの移動計画
と現地での行動を統一的に支援するためには，実空間でのユーザの個人属性や行動・移動，およ
びWebコンテンツ空間でのユーザの潜在的意図や地物の潜在的価値などの地理的な意味的関係
性を統一して扱うモデルの確立が必要である． 
 
 
２．研究の目的 
 
地理情報サービスにおけるユーザの実空間移動支援のために，移動計画フェーズおよび現地
移動フェーズにおける，実空間および Webコンテンツ空間（Webや SNS情報など）を統一的
に扱うことが可能な意味モデルの開発，および群衆の振る舞いを投影する構造モデルと移動経
路推薦方式を開発することを目的とする． 
従来のカーナビやスマホアプリ等の地理情報システムでは，実空間かWebコンテンツ空間の
いずれかをベースにしたモデルを用いているため，システム間のフレームワークが存在せず，
個々のシステムを組み合わせた移動支援サービスの実現が困難であった．本研究では，ソーシャ
ルデータにおけるWebコンテンツ空間情報の位置依存データ，さらにそのデータに対するユー
ザの振る舞いを扱う枠組みを『ソーシャル・ジオデータ』として捉え，実空間とWebコンテン
ツ空間を統一的に扱う情報基盤を実現する． 
 
 
３．研究の方法 
 
実空間移動支援基盤の実現のために，(1)移動計画フェーズにおける地理情報収集支援，およ
び(2)現地行動フェーズのための実空間移動支援（図 1）について以下の開発を行う． 
 
（1） 移動計画フェーズにおける地理情報収集支援  
 
①  POI とキーワードの意味空間の構築 
 
 地理情報に特化したテキスト分析手法を開発
する． POI に対するアノテーションとして，観光
レビューサイトを対象とし，様々な粒度のレビュ
ー集合に対し，ベクトル表現を得る手法の開発す
る．また，POI と任意のキーワード間で演算する
ために，各 POI の特徴表現を用いることで，任意
のキーワードに対する地理的な特徴を含むベク
トル表現を生成する手法に取り組み，精度の向
上を図る． 
 
② POI の意味的関係に基づく地理メディア融合方式 
 
 メディアの地理的特徴分析に基づくメディア間の位置的・接続的関係を用いた空間関係を抽
出する．また，(1)-①で構築した POI の意味的関係を用いてメディアに対するユーザの潜在的意
図を抽出し，メディア間の空間関係モデル（図 2右上）に基づく利用者の意図に応じた地理メデ
ィアの統合手法を開発する．また，メディアの地
理的特徴分析に基づくメディア間の空間関係抽
出をモデル化し，映像や地図データ等の異種メ
ディア間の組み合わせ方式（8パターン）の検証
を行う．さらに，POI の意味的関係を用いてクロ
スメディア意図抽出による地理メディアの融合
方式の開発に取り組む．また，多種多様なユーザ
に対して各場所の地理的特徴を直感的に示すた
めに，異種メディア（映像，地図，投稿写真，ス
トリートビュー）を Web から自動的に探索する



アルゴリズムを実装した地理メディア融合システムを構築する． 
 
（2） 現地行動フェーズのための実空間移動支援   
 
① 実空間・Web コンテンツ空間におけるソーシャル・トポロジ分析方式  
 
駅や電車，バスなど場所間の地理的な距離を基準にした位置関係と，時間的な距離を基準にした
位置関係を用いて実空間と Web コンテンツ空間の写像を構築することで，実空間・Web コンテン
ツ空間における駅などの場所間のソーシャル・ネットワークのトポロジを抽出する．そこで，本
サブテーマでは，群衆の移動分析に基づく場所間のソーシャル・ネットワークのトポロジ構造を
分析することにより，実空間・Web コンテンツ空間における群衆の移動モデルを構築する技術の
開発を目指す．また，イベントへの移動や旅行中，さらに事故や電車の遅延といった様々な状況
において，適切に避難誘導や交通案内の情報を提供し，安全かつ効率的な移動支援を実現する．
さらに，位置情報付き SNS を代表する Twitter
を対象として抽出される群衆移動の経験に基づ
き，駅や電車，バスなどの路線ネットワーク上
に群衆の振る舞いを投影するソーシャル・ネッ
トワーク・トポロジ構造（図 3 左）を分析する
手法の開発に取り組む．駅などの場所における
時間帯の群衆特性パターンを抽出し，各場所間
の相関度を算出する．また，メディアを通して
同じ興味を持つ人あるいは精通している人を発
見する．これにより，場所ごとのユーザグルー
プの嗜好性に基づく場所間のソーシャル・ネッ
トワーク・トポロジ構築への拡張を行う． 
 
② 個人の潜在的意図分析による移動経路推薦方式  
 
 (2)-①にて抽出を目指すソーシャル・ネットワーク・トポロジを考慮しつつ，個人の潜在的意
図の分析による移動経路推薦方式の開発を目的としている．移動経路に対する個人の価値観は，
その時の移動目的や外的状況により大きく異なり，常に最短経路を示せば良いとは限らない．例
えば，目的地が明確な場合でも，暗い夜道や踏切を避けたり，整備された経路を選んだりするな
ど，所要時間よりも経路の安全性や快適性を重視するケースが考えられる．また，ある目的地へ
の移動が目的ではなく，ウォーキングやドライブそのものが目的である場合には，景色の良い経
路，魅力的な寄り道スポットを含む経路を重視し，特にジョギングなど運動目的の場合において
は，スマートウォッチ等により得られる心拍数をモニタリングすることで，適度な運動負荷とな
る経路を重視する．また，各状況によって変化する個人の潜在的意図分析手法（図 3右）の開発
と，地図上のスポットに対する価値分析および経路そのものに対する価値分析手法の開発を行
い，国内（7都市）・海外（3都市）で有効性を検証する．さらに，ユーザの意図分析および経路
の価値分析手法と共に，(2)-①にて抽出されるソーシャル・ネットワーク・トポロジを考慮した，
個人の潜在的意図に基づく移動経路推薦方式の開発に取り組む．また，構築するプロトタイプシ
ステムに基づいた評価実験を行い，提案手法の有用性および各種入力データの取得容易性等を
踏まえた実現可能性を検証する． 
 
 
４． 研究成果 
 
(1) (移動計画フェーズにおける地理情報収集支援  
 

(1)-① POI とキーワードの意味空間の構築 
 
  POI と任意のキーワード間で演算するために，各 POI の特徴表現を用いることで，任意のキー
ワードに対する地理的な特徴を含むベクトル表現を生成する手法の提案を行い，実データによ
る検証により有効性の確認を行った． 
 
(1)-② POI の意味的関係に基づく地理メディア融合方式 
 
  POI の意味的関係を用いてクロスメディア意図抽出による地理メディアの融合方式のプロト
タイプシステム開発をおこなった 
 
（2）現地行動フェーズのための実空間移動支援   
 
(2)-① 実空間・Web コンテンツ空間におけるソーシャル・トポロジ分析方式  



 
 現地行動フェーズのための実空間移動支援の開発を行い，場所における時間帯の群衆特性パタ
ーンを抽出した．また，各場所間の相関の算出の評価をおこなうことで提案手法の有効性を確認
した． 
 
(2)-② 個人の潜在的意図分析による移動経路推薦方式  
 
 ユーザの意図分析および経路の価値分析手法と共に，ソーシャル・ネットワーク・トポロジ方
式を開発した．また，個人の潜在的意図に基づく移動経路推薦方式の評価実験を行い，提案手法
の有効性を確認した． 
 
 
(1)-①, (1)-②, (2)-①，および(2)-②の検討結果に基づき，地物の意味的空間表現，および
異種メディア間の空間関係に関するモデル化，および，群衆の行動をモデル化することで実空間
でのユーザの移動支援の実現可能性について各プロトタイプシステムを統合し，ユーザビリテ
ィテストを含む総合評価をおこない，有効性の確認を行った． 
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